
グリ－ン・サステイナブルケミストリ－の
発展を目指して－ 今何故グリ－ン・サステイナブルケミストリ－か－

国際純正応用化学連合委員　(財)化学物質評価研究機構顧問　宮 本純之

1 9 9 7年と2回にわたって１）化学物質のリスクアセスメン

ト、２）化学物質分類の国際的調和、２）情報交換、３）

化学物質のリスク削減、４）法制整備、５）人材育成、６）

不法取引について国際的な協調と規制が論じられている。

本年1 0月ブラジルにおいてＩＦＣＳ－Ⅲが開催される予

定である。ＩＦＣＳの課題は極めて多方面にわたっている

が、その最初の成果は環境残留性有機化合物（ＤＤＴ、ＰＣＢ、

アルドリン、ディルドリン、エンドリン、クロルデン、ヘ

プタクロ－ル、ヘキサクロロベンゼン、マイレックス、ト

キサフェン、塩素化ジオキシン、塩素化ジベンゾフランの

いわゆるＰＯＰｓと総称されるもの）の世界的禁止に向けた

対策であろう。これ以外にも例えば昨年いわゆる「化学物

質管理促進法」として成立した有害物質の排出・移動登録

（ＰＲＴＲ）や今日ＩＣＣＡ（世界化学産業評議会）におけ

る主要課題となっている高生産量化学物質（ＨＰＶ）の有

害性にかかわるデ－タ取得、内分泌かく乱化学物質問題な

どがＩＦＣＳにおける討議を出発点としている。

このように化学物質のもつ広域な環境汚染問題は、イ

タリヤセベソにおける爆発によるダイオキシンの環境排

出、インドボパ－ルにおける有毒ガス（メチルイソシア

ネ－ト）による大量中毒、スイスにおける工場火災に起因

したライン川の汚染などによってさらに加速されたとい

うべく、今や化学物質のもつ「影」の部分をいかに極小

化していくかへの配慮なしには化学や化学技術の更なる

発展を望ましいものとして肯定出来なくなって来ている。

化学物質のもつ性能や用途のみを主眼にし、安価に、

効率的にそれを製造することに終始して来たのがこれま

でのあり方であったとすれば、新しい化学は持続可能な

開発（発展）のために人類の福祉と環境保全を見据えな

がら、換言すれば過去とは全く異なった視点に基づいて

推進されなければならない。この意味で「環境にやさし

い（benign to the environment）」新製品、新製造過程を目

的とするグリ－ン・サステイナブルケミストリ－は従来

の化学とは異なり、生命（生物）にとって望ましいもの

として再構築されるべき新しい化学でなければならない。
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化学の新しい潮流

第二次世界大戦後の5 0年間における化学および化学技

術の発展はまさに目を見張るものがあった。社会的に旺

盛な需要に支えられて、化学産業は数々の新しい化学製

品を大量に生産し、それが先進国においては豊かな生活

を演出する大きな力となって来た。今後2 1世紀にわたっ

て、化学は（テレ）コミュニケ－ション、輸送、エネル

ギ－、医療、食糧、衣住、環境浄化などあらゆる面で人

類の福祉の向上に不可欠であり続けることは疑いもない。

今日最も進歩が著しく、それゆえに化学に比べ、さらに

華やかと見られているライフサイエンスやマテリアルサ

イエンスも化学の寄与なくしては、十分な成果を挙げ得

ないことも又明らかである。

しかしながら、化学にはこのような明るい未来、「光」

の部分のみでないことも次第に広く認識されるようにな

って来ている。殺虫剤として農業や公衆防疫に欠くべか

らざる役割を長く果たして来たＤＤＴ、熱媒体や絶縁体

として優れた性能を誇って来たＰＣＢ、大型船舶の船底

防汚用に既存物質に代替して輸送効率の向上に寄与して

来たＴＢＴなどに広域的な環境残留性とそれによる生態

系への悪影響が強く懸念され、次第にその使用の削減や

禁止・代替が必要となって来ている。このような化学、

化学技術のいわば「影」の部分を放置し続けるならば、

終局的には全地球規模における環境汚染と野外生態系の

かく乱が深刻となり、近い将来人類の福祉にとって決定

的なダメ－ジを惹き起こすことになるであろう。

世界的にこの問題が正面切って取り上げられたのは、

1 9 9 2年の国連環境開発会議（ＵＮＣＥＤ、リオデジャネ

イロ）である。この会議において持続可能な開発（発展）

が今後の人類の行動原理として表明され、行動指針とし

てアジェンダ2 1が採択されたのはよく知られた通りであ

る。有害化学物質の総合的管理はアジェンダ1 9章として

その一環となっている。その具体的な一つの表われは化

学物質安全政府間会議（ＩＦＣＳ）の設立であり、1 9 9 4、

本年3月1 7日にグリーン・サステイナブル ケミストリー（通称 G S C）
ネットワークが設立され、活動を開始しました。そこで、今回から4回に
わたるG S C特集を企画しました。第1回は、G S Cが注目されるようになっ
た背景と化学産業界、学界からの期待をご紹介します。次回以降で、国内
におけるこれまでの取組みと具体例、および先進各国での取組みをご紹介
する予定です。この特集が、皆様の「持続可能な社会の実現に向けての新
しい化学技術の捉え方」の実践にお役に立てることを期待します。
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・化学物質に対する生物種差の解明、他生物種への外挿

の的確化

・化学物質の環境挙動の解明、そのモデル化による予測

・野外における生物種の変動要因の解明

・新規分析法導入による化学物質の環境残留モニタリン

グの簡便化

・実験動物を用いないin vitro手法など、ハザ－ド確認の

簡易スクリ－ニング法開発

・健康影響に関する先験的各種基礎研究の推進

・化学物質のライフサイクルを通じたリスク予測システ

ムの開発

このように見てくると、グリ－ン・サステイナブルケ

ミストリ－は、極めて学際的な生物関連諸科学をも取り

込んだ新しい学問分野というべく、その正しい発展のた

めにはこれらの諸科学分野の関係者の密接な協力が不可

欠である。

上述したようにグリ－ン・サステイナブルケミスト

リ－は化学物質の無制限かつ継続的大量使用による地球

環境の劣化に対する社会的関心の増大と、これに対する

化学者の社会的自覚をもとに誕生したものである。

したがって、具体的にどの化学物質のどの製造プロセ

スをどのように更新すべきか、どの化学物質をより問題

の少ないものに代替するか、更にはどのような新しい性

能をもつ環境安全性に優れた化合物を探索すべきかなど

に関しては関係者の独自の判断に加え、そのような動き

が社会的に理解され、支持されることが望ましい。

又このような製造プロセスの変更ないし新規化合物の

開発は経済性を無視して成り立つものではなく、もしく

は社会的な受け容れが可能であってはじめて可能となる

側面を併せ持っていると考えられる。

これらの意味を含めて、グリ－ン・サステイナブルケ

ミストリ－の推進に当っては社会との対話に積極的に取

り組み、新しいこのような化学、化学技術への信頼を獲

得することが必要である。したがって、その理念を浸透

させるために関係者に対してのみならず、一般社会に対

するグリ－ン・サステイナブルケミストリ－に関する教

育・普及活動に注力しなければならないであろう。

又このような化学の新しい流れの進展の重要性に鑑

み、隣接諸地域のみならず広く国際的な貢献にも十分意

を用い、協同して化学の「影」の部分の克服を果たすこ

とが、将来にわたる化学の持続的発展を保障する唯一の

方策であろう。
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グリ－ン・サステイナブルケミストリ－とは、

化学技術の革新を通して「人と環境の健康・安全」を

目指し、持続可能な社会の実現に貢献することを基本理

念とし、製品設計、原料選択、製造方法、使用方法、リ

サイクルなどの製品の全ライフサイクルを見通した技術

革新により、「人と環境の健康・安全」、「省資源・省エネ

ルギ－」などを実現する化学技術である。

と定義されている。現在のところ世界的な動向として

は、現行の製造プロセスの再点検により、原料、溶媒の

転換（たとえば、有毒なベンゼンに代る水の使用、バイ

オマスの利用など）、反応条件の変換（ジメチル硫酸、ホ

スゲン、金属触媒などの使用中止、超臨界流体の利用、

光化学反応の適用、酵素等の立体反応性を利用したバイ

オプロセスの導入）促進などに関心が集まっている。こ

のような取り組みはグリ－ン・サステイナブルケミスト

リ－として先ず手掛けるべきものとして容易に理解する

ことが出来るが、このような取り組みのみでは所期の目

的を達するのに十分でないことも事実であろう。

さらに本来のもう一つの目的としての環境にやさしい

化学物質の創製を視野に入れるべきであろうと考えられ

る。その達成は単に狭い意味での有機化学や化学工学的

検討以上に、有機化学、分析化学、計算機科学、分子生

物学、毒性学、環境科学、リスク解析学など多くの関連

諸科学の進歩と、それらの総合的適用が必要であること

は明らかである。すなわち、

有機化学、計算機科学：

・天然物有機化学を含むリ－ド構造の発見と構造の最適

化、

・コンビナトリアルケミストリ－の利用、

・構造活性相関解析、分子モデルの作成

・作用機構の研究、レセプタ－との相互作用に基づく新

規化合物の合成

生化学、分子生物学：

・作用機構解明／標的部位の分子構造解明

・in vitro 試験法の開発

・レセプタ－分子のクロ－ニング

・抵抗性メカニズムの解明

生物学：

・標的部位の発見

・新規効力テストの開発、効力テストの最適化

・開発候補化合物の選択

毒性学、環境科学、リスク解析学：

・発癌性、催奇性、遺伝子傷害性、神経毒性、免疫毒性

等の分子・遺伝子レベル発現機構の解明

特 集 G S C - 1

社会とともに発展するグリ－ン・
サステイナブルケミストリ－

学際的分野としてのグリ－ン・
サステイナブルケミストリ－
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－グリーンサステイナブルケミストリー－

化学産業の役割
社団法人 日本化学工業協会常務理事 化学物質総合安全管理センター長　鳥居圭市

人類は、科学技術の発達によって、多くの危険から身を守ることが可能になり、さらに、よ

り快適な暮らしを実現してきた。化学も、多くの先人達がより住みよい社会を作るために努力

を重ねてきた。技術の進歩はまた、これまで無限と考えられていた地球の力に限りがあること、

そして地球の限界はそう遠いものではないことも見出した。

グリーンサステイナブルケミストリー( G S C )は、我々化学に携わるものが技術の力でより良

い未来を築くことを考える時の道標として新しく光を示してくれるものである。次の地球の将

来をになう若い世代が誇りを持って化学に取り組み、より良い社会を実現するために、これか

らGSCを立ち上げていく我々の責任は重要であると同時に、やりがいもまた大きい。

による開発活動は早晩破綻を来すことがわかってき

た。化学産業は、多くのエネルギーを使用し、石油

をはじめとする地球の資源を消費することにより付

加価値を生み出す産業である。その結果、製造工程

で環境に対して負荷をかけることになる。また、生

産される多くの製品は、その有用性ゆえ、農薬のよ

うに直接環境中に使用されるもの、医薬品のように

人体内に取り込まれるもの、合成樹脂のように生活

の多くの局面で使用されるものなど、地球環境、社

会生活全体で利用されており、化学が地球環境、健

康に対してどのような思想をもって取り組むかによ

って社会への影響は大きく変わってくると言える。

しかしながら、上述のとおり化学産業がもってい

る役割は社会全体の中で決して低いものではないこ

とから、産業として果たすべき責任を全うし、これ

までに培ってきた経験に新たな思想を上乗せするこ

とで、社会全体に対して大きな貢献を果たすことが

できると確信しており、また、具体的な活動も始ま

っている。いくつかの具体例を紹介しながら、G S C

に対して化学産業が果たす役割を紹介していきたい。

化学産業の自主的取り組み

化学産業は、レスポンシブル・ケア（R C）の思想

のもと、地球環境の改善を目指すとともに、化学品

はじめに

化学製品は、鉄鋼などと並び、社会生活の基礎を

支える重要な役割を果たしてきた。特に、2 0世紀に

入ってからは、合成という化学（産業）固有の特長

を生かして多くの新規物質を生み出し、より健康で、

より快適な社会を実現することとなった。これまで

は、人間にとってより快適な社会の実現が化学の大

きな目標であったが、1 9 9 0年代に入り、これまでの

目標に加えて、｢より安全な化学製品｣、｢より地球環

境に負荷をかけない化学製品｣という目標が設定され

た。グリーンサステイナブルケミストリー（G S C）

は、こうした目標を表したものであるが、技術的、

思想的にもこれまでの意識から大きな飛躍が求めら

れることから、産官学が持つそれぞれの経験、知識

を結集し、これまでにも増して緊密に協力して取り

組まなければならない。G S Cに対して寄せられてい

る期待は大きく、また、社会に化学製品を提供して

おり、化学物質を作ることによる利益を受け取るこ

とになる産業界が果たすべき役割は非常に大きい。

化学は、ある時は希少な物質を低コストで製造す

る方法を開発し、またある時は新規物質を開発する

ことが特長であり、原動力であった。しかし、化学

を含め、様々な分野で技術が進歩し、地球環境、人

体への影響が解明されるに従って、これまでの思想
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の安全性を高め、より信頼を得るための様々な活動

を展開している。RCは、環境、安全、健康に配慮し、

化学物質の製造から廃棄まで責任を持ち(プロダクト

スチュワードシップ)、自主的に活動を進める思想で

あり、社会とのインターフェースがより重要となっ

てきた化学産業にとって、環境安全に対する基本理

念として非常に重要な位置を占めている。また、日

本のみならず、先進国をはじめとする多くの国の化

学産業で採用され、様々な活動が行われている。R C

に基づき行う諸活動は、G S Cの基本理念にも通じる

とおり、化学品の安全性に関する問題に対する活動

であり、過去の公害問題などと異って、世界全体で

共通して取り組まなければならないテーマであると

言える。

化学物質の安全性に関する化学産業の国際的な自

主活動の例として、HPV(High Production Volume)、

LRI(Long-range Research Initiative)があげられる。HPV

は、O E C Dで従来進められていた既存の高生産量化

学物質の安全性確認作業をより加速して行うため、

該当製品を製造する化学産業が自主的に行っていく

事を目的にスタートした。一方、L R Iは、エンドクリ

ン問題（環境ホルモン問題）に代表されるような化

学物質の安全性について未解明な問題について、長

期的な基礎研究を自主的に行っていくものである。

これらのテーマは、国際化学工業協会協議会( I C C A )

の場で議論、調整され、世界の化学産業が一致協力

し、費用、時間のロスを極力減らしながら、取り進

められている。H P V、L R Iにより得られる安全性に関

するデータは、現在利用されている化学品の信頼性

をより高めるとともに、化学品の開発の過程で、よ

り環境･人体への負荷が軽い製品を実現することの大

きな手助けとなることが期待される。

また、このような自主的な取り組みは、一市民と

しての責任をも持つ産業が社会に対する貢献を考え

るときに、最も大切な視点であると考える。すなわ

ち、個人と比べて物的、人的に資源の大きい産業が、

市民が環境改善に向けて様々な努力をされているの

と同じ視点で、より高い目標に対して取り組んでい

くことは、社会全体が「環境改善」という社会共通

の目標に向かうためのベクトルを合わせるのに不可

特 集 G S C - 1

欠であるからである。

これらの活動によって得られた知見は、環境負荷、

人体への影響と化学品の利用とをバランスをもって

判断するために大切であると言える。冒頭に述べた

とおり、基礎産業ゆえに様々な場面で活用されてい

る化学製品は、即座に代替品に変更することが難し

い場合も多く、また、代替品の利用によって発生す

る新たな危険性も今後は検討していかなければなら

なくなる。将来G S Cの思想のもとに新規の化学物質

が開発された場合であっても、その物質が持つ危険

性をまったくゼロにすることは難しいと言える。

H P V、L R Iによって得られる情報をG S Cにフィードバ

ックすることはもちろんのこと、さらには感情論に

よらない科学的なアプローチによって問題点を解決

し、より安全な社会の構築を目指すために、情報の

活用方法の検討、開発も、直接社会と向き合って活

動を行う産業が果たして行かなければならない役割

と言えるであろう。

また、H P V、L R Iのような取り組みに加えて、地球

温暖化対策など、日本の化学産業のテーマとして、

国際的な連携のもとに日化協が進めている取り組み

も、また大切なものであると言える。日本の化学産

業は、比較的早い時期からエネルギー原単位の削減、

廃棄物の再利用などを推進し、環境負荷の低減を目

指してきたが、産業としてはより高いハードルを設

定し、それを乗り越えていくことによってより削減

していくことを目指していかなければならないと言

える。

Sustainable Development
これらの活動は、それぞれの目標を設定して、そ

の 達 成 に 向 け て 取 り 組 ん で い る が 、 そ の 全 て は

Sustainable Developmentという根本に共通する思想が

ある（図１）。

化学産業のみならず、すべての産業が活動を行う

ときには環境･人体に対して負荷をかけている。特に

化学産業の場合は、他の産業や、社会で広く利用さ

れること、技術的な裾野が非常に広いこと、新規物

質、新規手法の開発を中心とした企業活動という独

特の特徴から、負荷の低減のために果たすべき役割
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PART2-化学産業の役割

図1 安全性向上に向けた化学産業の取組み

が他の分野と比較して広いと言える。

しかしながら、化学はまた、これまで湖沼の富栄

養化、大気汚染などに対して技術力をもって解決し、

社会に貢献してきた実績もあり、さらに、G S Cによ

ってより化学の総力をもって問題解決に取り組む姿

勢が明確になったことから、決して将来は暗いもの

ではない。むしろ、幅広く利用されている基礎産業

であることがここで活きてくるのではないかと考え

る。すなわち、G S Cの思想のもと、産官学が共同し

て化学が持てる技術力を遺憾なく発揮したときは、

その効果も社会全体に広く深く浸透することが期待

されるからである。

G S Cは、化学のため、というものではなく、その

期待できる効果を考えると広く社会全般のため、と

言うにふさわしい高い理想であり、目標である。化

学の知識を結集したG S Cは、上述の化学産業が行っ

ている諸活動の成果に加えて、現在では想像ができ

ない、全く新しい解答を出すことがあるかもしれな

いし、また、化学の力を考えると、そうでなくては

ならないと考えている。将来にわたって信頼を得て、

化学技術が環境改善の切り札として社会から認めら

Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ　

Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ

Sustainable
Chemistry

ＬＲＩ ＨＰＶ 地球温暖化 リサイクル
リスク

アセスメント

レスポンシブル・ケア

（化学産業による自主的取組み）

れ、また、期待されるためには、化学産業としては、

現在行っている諸活動を成功させ、社会に結果をフ

ィードバックしていかなければならない。それによ

り社会から信頼と期待を持たれる化学産業に変身し

て行くことが非常に大切なポイントと考えている。

おわりに

今後G S Cで様々なテーマが議論されていくことに

なるが、化学産業は、得られた技術を社会で活用す

る役割を担うものとして、これからも社会と向き合

った活動が続いていく。

しかし、社会から得られた情報をG S Cに還元し、

実践的、効果的なG S Cを実施するためのアンテナ役

が微力ではあるが行えると考えている。これまでも

L R Iなどのように社会の求めるところを活動として具

体化してきているが、G S Cという、高い目標の一部

を担うものとして、より社会とのインターフェース

を強化していくとともに、G S Cにより得られた技術

の実現役として、努力をしていかなければならない

と考えている。
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意味がない。

ＧＳＣ化のためいくつかのキーワードやターゲットが

あげられるが（表１に例示。この他にアナスタスらの１

２原則もある）、これらの全項目を同時に満足させること

は極めて難しく、あちらを立てればこちらが立たぬとい

う「トレードオフ」の関係がしばしばある。すなわち、

同じ要素技術を使ってもグリーンになるか否かは「ケー

スバイケース」である。

３）グリーン度評価法の必要性
要素技術がグリーンな化学につながる可能性は上記の

ようにケースバイケースで簡単に結論することはできな

い。それぞれのケースについてオーバーオールのグリー

ン度を慎重に評価せねばならない。日本のＧＳＣは、使

用後の化学製品の処理、再使用等を積極的に考慮するよ

う定義された点が評価されるが、そのため評価は一段と

重要になった。評価にはライフサイクルアセスメント

（ＬＣＡ）の手法がベースになろうが、ＬＣＡは統合的評

価が難しい。特に化学物質についてはその毒性を問題に

せねばならないので旧来のＬＣＡでは不十分である。従

って、ＬＣＡをベースにした信頼性の高い統合的なグリ

ーン度評価法の完成までには相当の時間がかかると思わ

ＧＳＣ運動にあたって留意すべきこと

１）化学の反省　
ＧＳＣは、一言でいえば、環境に優しいものとものづ

くりの化学と化学技術であるが、この運動は、2 0世紀の

科学技術とりわけ化学技術に関する深い反省の上に成り

立っていることをまず認識すべきであろう。承知のよう

に、化学物質の安全性、リスク管理が緊急の課題となっ

ているが、これまで化学に携わるものがこれらに払った

注意が十分でなかったことは否めまい。この期に及んで、

化学物質の安全性についての知的基盤が脆弱であること

を痛感させられていること自体も反省材料である。ＧＳ

Ｃ運動を通じて、これらの弱点を克服し、社会からの信

頼を回復することは、化学にとっても社会にとっても有

益なことであり、ＧＳＣ運動はこのことをしっかり視野

に入れておくべきである。

２）トレードオフとケースバイケース　
化学製品の全ライフサイクルを通じた環境負荷を最小

にするよう製品やプロセスを設計するのがＧＳＣである。

局所的に見てグリーンだ、あるいはサステイナブルだと

いっても、全体としてレッドやブラックになったのでは

実行段階に踏み出した
グリーン・サステイナブルケミストリー（ＧＳＣ）運動

と産学官の役割
工学院大学工学部　　御園生　誠

グリーンケミストリー（ＧＣ）あるいはサステイナブルケミストリー（ＳＣ）の

意義、経緯については、既に多くの解説がなされている１）。J C I Iでは、本ニュー

スに紹介されているように学協会等と協力して本年３月にはＧＳＣネットワーク

をスタートさせ、その際に、ＧＳＣの理念、定義、行動指針等を規定した２）。日

本化学会では昨年発表した環境憲章’9 9の中でＧＣの推進を唱い、ＧＣで考慮す

べきキーワードをあげている。筆者自身もＧＣを「運動」と位置づけその推進のた

めに、解説を書き講演も行ってきた３）。また、環境調和型化学プロセスあるいは

汚染物質の除減のための触媒を「環境触媒」と呼ぶようにしてから既に1 0年以

上が経過している。さらに遡る公害問題から近年の地球環境問題に至る、次第に

深化・複雑化してきた「化学」と「人間・社会・環境」の関係に係わる長い歴史

的背景の中でＧＳＣは捉えるべきものであろう４）。

ここでは、筆者が考えてきたＧＳＣをすすめるにあたって留意すべきポイントを簡単にふれた後、依頼に従っ

てＧＳＣ運動の健全な発展のために産・学それぞれに努力すべきと思っていることを述べる。官（行政、国立研）

については紙数の関係で省略するが、ＧＳＣのためのプロジェクトの推進や知的基盤の整備に大きな役割が期待

される。

特 集 G S C - 1
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PART3-実行段階に踏み出したグリーン・サステイナブル ケミストリー（ＧＳＣ）運動と産学官の役割

文献

1)たとえば、P. T. Anastas, J. C. Warner（渡辺、北島訳）,グリー

ンケミストリー、丸善、1999；北尾修、ファインケミカル、28,

46 (1999).

2)石田裕、ＪＣＩＩ News, No. 51, p 22, 2000

3)御園生誠、化学、54，1(1999)；化学工業、51，58(2000)；

機能材料、5(2000); Organic Square, No.4，p.2，2000（和

光純薬）;御園生誠、北島昌夫、ファインケミカル、近刊(2000).

4)岩波講座地球環境学１，現代科学技術と地球環境学、岩波書店、

1998.

［トレーオフやケースバイケースの問題に注意が必要があるとしても
ＧＳＣに有用な要素技術となろう］

合成法　原子利用率の高いプロセス

より安全なプロセス

安全・効率的な反応媒体

グリーン原料の活用

量論反応から選択的触媒反応へ

液相触媒から固体触媒へ

分離・精製の容易なプロセス

多段から少数段プロセスへ

製 品　製造、使用時に人と環境に優しく、

廃棄、再利用、活用が容易な製品

工 学　ＧＳＣのための反応工学、分離工学

ＧＳＣのためのＬＣＡ、グリーン度評価

表1 ＧＳＣ運動の研究開発ターゲット(例)

れる。といって、研究開発テーマを選ぶときに判定基準

がなければ優先順位がつけられない。使い勝手の良い評

価法の早急な開発が望まれる。各方面から目的に応じた

多くの提案がなされることを期待したい。

４）全体が連携した運動
現在、ＧＣ／ＳＣ運動は国内外、各セクターで盛り上

がりつつある、各人、各セクターそれぞれの立場でＧＳ

Ｃ運動を工夫して進めるとともに、意識合わせをしなが

ら全体が連携した大きな運動に盛り上げて行きたいもの

である。

アカデミアの果たす役割

表１にあげた項目が直ちにＧＳＣ技術につながるとは

限らないが、これらの項目がＧＳＣ技術の発展につなが

る要素技術（道具）となりうることは間違いなかろう。

アカデミアにいるものは、道具となるオプションを広げ

る応用志向の化学、それを支える基礎的な化学、そして

それらの道具を目的に応じて上手に組み合わせ技術に仕

立て上げる工学、それぞれに大事な出番がある。有機合

成分野の独創的成果がただちにＧＳＣ運動の地平を開く

可能性があることはＧＳＣネットワーク設立総会におけ

る村橋日本化学会会長の講演からも十分に伺える。この

ように基礎的な化学・応用化学と実用技術との距離が近

いのは化学の利点である。

次の要望は他分野との積極的な連携である。オプショ

ンの拡張を旧来の化学に限定したのでは、ＧＳＣの発展

はおぼつかない。この連携を通じて化学自身が変容して

いくことも必然であろう。たとえば、バイオプロセスが

直ちにグリーンになると思うのは安直な誤解だが、化学

とバイオとの連携が広がっていくのは大勢であり、また、

化学物質の安全性の評価と管理にバイオ科学は欠かせな

い。このように、ＧＳＣにおいてバイオ科学・技術の果

たす役割は増大すると思われる。

アカデミアが果たすべき重要な他の役割は、科学に根

拠をおいた中立的・合理的な評価を行うこと、そしてそ

の結果を分かりやすい言葉で社会へ情報発信していくこ

とであろう。この役割は非常に重要であり、十分に効果

を上げるはずである。

産業界に期待すること

産業界の一番の役割は、環境に優しい製品を実際に生

産し社会に供給することであり、この意味でＧＳＣを実

行して実績を上げる主役は間違いなく産業界である。従

って、産業界の積極的参加なくしてはＧＳＣ運動の発展

はない。それにＧＳＣは産業の競争力強化につながるは

ずのものである。少なくとも、長期的に見ればＧＳＣの

観点なくして持続的な発展は望めない。また、ＧＳＣ推

進には産学官協力のテーマとして相応しいものが多いこ

とにも注意を喚起したい。現行のプロセス、市場に出て

いる製品の見直しや改善、さらに、新規プロセス・製品

の企画段階においてＧＳＣ化を検討し、産学官あるいは

産・産の連携の可能性を探っていただきたい。

産業界に期待したいもう一つの役割は、グリーン度評

価への参加である。有効なグリーン度評価法の開発は、

実際の技術知見を有する産業界の協力なくしては出来な

いであろう。

おわりに

ＧＳＣ運動は今や実行の段階に入った。ＧＳＣの理念

を深化させるとともに、それをブレークダウンして具体

的に実現していく努力は化学に係わる者にとってやりが

いのあることとなろう。と同時に、その目指すところを

社会に説明し理解してもらう努力も不可欠である。たと

えば、「絶対安全」をいたずらに主張するのではなくリス

クの考えの妥当性を普及させることや、より豊かな（あ

るいは持続可能な）社会に向けて何が本当に合理的なの

か科学的根拠をもって社会に直言していくことが求めら

れよう。また、それを自信を持って言えるようにするた

め化学を鍛えていくことも必要である。ＧＳＣ運動がそ

のための良い契機となることを期待したい。
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ＧＳＣネットワーク 紹介
戦略推進部 石田 裕

グリーン・サステイナブル ケミストリー ネットワーク（略称：GSCネットワーク）が3月17日に発足し活動

を開始した。以下にいきさつ、設立総会内容およびミッション・組織・活動内容について述べる。

特 集 G S C - 1

いきさつ

G C連絡会が9 9年1 1月に当機構を会場としてワークショ

ップ（ＷＳ）を開催した。（詳細はJCII News 51号参照）。

その中で活動の名称はグリーン・サステイナブル ケミス

トリー（略称：G S C）とし、G S Cの理念、定義、活動推

進の視点および行動指針をまとめ、日本のG S C活動の拠

点となる推進組識を2 0 0 0年3月に設立することを合意し

た。これを受けて、G C連絡会はこの組織の名称、事業内

容、組織・運営、規約、設立趣意書などの案を作成した。

これらの案にG C連絡会メンバー所属の全8団体が賛同し、

さらにＷＳに参加した2団体を加えた合計1 0団体が発足時

の会員となり設立総会を開催した。

設立総会

設立総会は東京・神田の学士会館において開催された。

会員の1 0団体およびオブザーバーの3組織などから約5 0名

が参加した。御園生・ワークショップ実行委員長が趣旨

説明、佐久間・同副委員長が推進組織・活動内容説明を

行った後、規約を決議し会長には村田・化学技術戦略推

進機構（ J C I I）会長、副会長には片岡・化学工学会次期

会長、中浜・高分子学会会長および村橋･日本化学会会長

が選任され、村田新会長が就任の挨拶を行った。続いて、

村橋副会長より記念講演「グリーン・サステイナブル ケ

ミストリー」を頂いた後、懇親会に移り閉会した。

ミッション・組織・活動内容

新組織の名称はグリーン・サステイナブル ケミストリ

ー ネットワーク（略称： G S C ネットワーク、英文：

Green & Sustainable Chemistry Network ,Japan）とした。ミ

ッション・組織・活動内容の大略は以下の通りである。

本ネットワークは情報が集約されている日本の活動拠

点として、日本のG S C活動をより効果的に推進すること

を目指しており、そのためには会員個別の従来からの取

組みは尊重しながら、この活動の大きな流れを作り研究

開発の方向付け、この活動に対する社会の理解と支持獲

得や国際協力などの組織横断的事項を実施する。

発足時の会員は化学工学会、高分子学会、日本化学会、

物質工学工業技術研究所、化学情報協会、化学物質評価

研究機構、新化学発展協会、日本化学工業協会、バイオ

インダストリー協会、J C I Iの1 0団体、オブザーバーは通

産省、N E D O、I U P A Cであるが、活動が軌道に乗った後

会員の輪を広げていく予定である。会長はJ C I I会長が、

副会長3名は上記3学会の会長があたる。会長の下に運営

委員会を置き、その下にグループ（Ｇ）、ワークグループ

（ＷＧ）、事務局を置く。運営委員会は、委員長、副委員

長、各Ｇ・ＷＧの座長で構成し、事務局はJ C I Iが担当す

る。また各Ｇ・ＷＧは会員からの委員で構成する。

G S Cネットワークは日本のG S C活動の拠点として以下

の事業を実施する。研究開発推進事業としては研究開発

推進上の諸課題の検討と提言、表彰制度の提言などを行

い、研究開発支援事業としては情報の交換・集約・公開

や情報システム設計・構築・運用を行い、また研究会・

ワークショップ・シンポジウムなどの開催やニュースレ

ター・専門誌などを発行し、教育事業としては教材作

成・教育支援などを行い、国際交流事業としてはO E C D

対応やアジア地域活動の先導などを行なう。さらにホー

ムページを開設し、G S C情報を国内外に発信し、G S Cネ

ットワークを世界的に認知させて行く。これらの事業は5

グループ（研究推進G、研究支援G、情報G、教育Gと国際

協力G）で推進し、また主要研究開発領域・G S C評価尺度

の両者はG S C研究開発の方向づけに必須であり、早期に

結論を出す必要があることから、２ワークグループ（研

究領域WGと評価尺度WG）を編成し時限的な活動とする。

運営委員長は御園生・工学院大教授、同副委員長は佐久

間・昭和電工(株)常務取締役、各座長は研究推進Gが物質

研・田中部長、研究支援Gが上智大・瀬川教授、情報Gが

物質研・佐藤統括研究調査官、教育Gが慶応大・柘植教

授、国際協力GがJ C I I・北島部長研究員、研究領域W Gが

東工大・遠藤教授、評価尺度W Gが東大・安井教授のも

とに活動を開始した。また、シンポジウムは上記瀬川座

長を実行委員長として10月開催を決め準備を開始した。

まとめ

ＷＳでの合意をもとに産学官が連携してG S C活動を戦

略的に推進する組織としてＧＳＣネットワークが活動を

開始した。研究開発の方向付け、情報交流や国際協力な

どを通じて着実に成果を上げ続け、アジアを視野に入れ

た日本のG S C活動の拠点として求心力のある組織に発展

することを期待している。


